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＜資料提供先＞

合同庁舎記者クラブ、広島県政記者クラブ、中国地方建設記者クラブ

第３回 広島県災害時渋滞対策協議会の結果について

○ 本日開催した「広島県災害時渋滞対策協議会」の結果に
ついて、別紙のとおり、お知らせします。

（参考）第３回 広島県災害時渋滞対策協議会
１．日 時 平成３０年７月１７日（火） １４：００～１５：１５
２．場 所 中国地方整備局 ２号館７階４号会議室

○問い合わせ先

国土交通省中国地方整備局

ＴＥＬ０８２－２２１－９２３１（代表）

ＴＥＬ０８２－５１１－６３０１（夜間）

道路部 道路計画課長 吉 田 真 人 （内線4211）
よ し だ ま さ と

（広報担当窓口） 広報広聴対策官 岩 下 恭 久 （内線2117）
いわした やすひさ

企 画 部 環 境 調 整 官 井 上 和 久 （内線3114）
いのうえ かずひさ

国土を整え、 全力で備える



（別紙）

第３回 広島県災害時渋滞対策協議会の結果概要

＜国道３１号交通量＞

○ 本日の朝ピーク時間帯（7/17（火）6～9時）の国道３１号の交通量

は、連休前（7/13（金）6～9時）と比較して、約１．２倍に増加。

7/13（金） 約3,560台／3h → 7/17（火）約4,110台／3h

＜バス運行＞

○ 国道３１号の緊急交差点改良や、広島呉道路の天応西IC～呉IC間
てんのうにし

のバスを通行可能とする運用等の対策により、呉駅から広島バスセン

ター方面（6～9時発）の所要時間が連休前（7/13）の約２～３．５時間

から約１時間 に短縮。 ※被災前とほぼ同様※

○ 一方、広島バスセンターから呉駅方面のバスの所要時間（6～9時

発）は約２時間となっており、広島呉道路の天応西IC～呉IC間の運用
てんのうにし

方法の拡充を検討。

※現在は、午前は広島方面、午後は呉方面に限定

＜広域迂回誘導＞

○ 山陽道・東広島呉道路を利用した広域迂回誘導については、東広

島呉道路の交通量が約１．３倍、山陽道の高屋ICの出入交通量が約

１．５倍となるなど、一定の効果が見込まれる。

東広島呉道路 7/3（火） 約3,570台／3h → 7/17（火）約4,720台／3h

山陽道 高屋IC出入 7/3（火） 約1,030台／3h → 7/17（火）約1,580台／3h

＜交通量抑制の呼びかけ＞

○ 国道３１号の交通量が増加したため、住民や民間企業への相乗り

等の交通量抑制の呼びかけを強化。

（以上）




